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Abstract 
In this study, the preventive effects of water extracts prepared from the leaves and stems of Salacia reticulata 

on mouse contact dermatitis were investigated. The oral administration of the extracts of S. reticulata to mice at 
doses of 200 and 400 mg/kg body weight significantly inhibited mouse contact dermatitis. The increases of the 

levels of some cytokines, such as interleukin-12 and γ-interferon, in sera and ears of mice with contact dermatitis 
were suppressed by the oral administration of these extracts of S. reticulata. The percutaneous administration of 
these extracts at doses of 0.2 mg/ear also affected the preventive effects on mouse contact dermatitis. Some 
polyphenolic components, such as mangiferin, (-)-epigallocatechin, and (-)-epicatechin, inhibited mouse contact 
dermatitis and these compounds may have contributed to the effects of the extracts prepared from the leaves and 
stems of Salacia reticulata.  
Key words: Salacia reticulata, Mouse, Contact dermatitis, Polyphenols 
 

1. 緒言 

サラシア属植物はHippocrateaceae科のつる性の

植物であり、東南アジアやブラジル等の亜熱帯か

ら熱帯地域に広く分布している。多くの種が知ら

れ、インドやスリランカでは古くから天然薬物と

してその根あるいは幹のエキスが、日常の食事の

際に糖尿病の予防のために飲用されるとともに、

その初期治療に使用されてきた[1,2]。しかし、根

や幹を過剰採取することで植物が傷み再生が遅

くなることから、サラシア属植物は産地でも希少

植物となりつつある。そこで、我々はこれまでに、

根や幹に比較して再生の早い葉に着目し、サラシ
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ア属植物であるSalacia reticulataやS. oblongaの葉

や幹に関する血糖上昇抑制作用などの抗糖尿病

作用について検討し報告してきた[3,4]。近年、S. 

reticulata の葉や S. oblonga の根に、糖尿病の予防

作用以外にリューマチ性関節炎抑制作用や抗炎

症作用があることが報告されている[5,6]。リュー

マチ性関節炎は、Gell-Coombs のアレルギー分類

法[7]ではⅢ型（アルサス型）のアレルギーとされ

ているが、強い炎症を伴う遅延型の反応という点

ではⅣ型アレルギーとも関連が深いものと考え

られる[8]。Ⅳ型アレルギーは、細胞性免疫応答に

よって起こる遅延型の反応であり、1 型ヘルパーT

（Th1）細胞が産生する前炎症性サイトカインに

よるマクロファージ等の免疫細胞の活性化が原

因となって起こる。活性化されたマクロファージ

等の食細胞は、アレルゲンを破壊するために活性

酸素を産生するが、その漏出により周囲の正常細

胞が傷害を受けて炎症が惹起されるものと考え

られる。症状の例としては、結核病変、移植拒絶

反応、うるしや化学薬品で起こる接触皮膚炎等が

ある。近年、これらアレルギー疾患の患者数が増

加する傾向にあり、社会問題となっている[9,10]。

そこで本研究では、S. reticulata と S. oblonga の葉

または幹の水抽出物について、そのマウス接触皮

膚炎抑制作用を検討するとともに、その作用に寄

与する含有成分の検討を行った。 

 

2. 実験方法 

2. 1 材料および実験動物 

接触皮膚炎の感作試薬として、和光純薬工業社

製オキサゾロン（4-エトキシメチレン-2-フェニル

-2-オキサゾリン-5-オン）を使用した。サラシアの

試料としては、盛光社供与のインド産 S. oblonga

の葉およびスリランカ産 S. reticulata の葉と幹の

乾燥物を、フードミルを使って微粉砕したものを

用いた。これらの微粉砕物に 9 倍量の水を加え、

50℃、1 時間振盪抽出した。その後、10℃、5000 rpm

で 20 分間遠心分離を行い、その上清を凍結乾燥

することで水抽出物を得た。実験動物としては、

日本 SLC 社より購入した 4 週齢の雄性 ICR 系マ

ウスを用いた。マウスは、12 時間間隔で照明が点

灯、消灯する部屋で飼育し、実験中は水道水とPMI 

Nutrition International 社製実験動物用標準飼料

Rodent Lab Diet EQ 5L37 を自由に摂取させた。実

験動物の取り扱いは、文部科学省「研究機関等に

おける動物実験等の実施に関する基本指針」に準

じた「沼津工業高等専門学校における動物実験に

関する指針」の規定に従った。 

2. 2 マウス接触皮膚炎モデルを用いたその抑制

作用の測定 

マウス接触皮膚炎のモデルとしては、オキサゾ

ロン誘発マウス耳介浮腫反応[11]を用いた。マウ

スの腹部を剃毛し、0.5%(w/v)オキサゾロン/エタ

ノール溶液 0.1 mL を塗布することで初期感作を

行った。初期感作の際にエタノールのみを塗布し

たマウスを、健常群とした。5 日後に、マウスの

右耳介の表裏に 0.5%(w/v)オキサゾロン/アセトン

溶液を合計 20 µL 塗布し、チャレンジを行った。

チャレンジの 24 時間後、ジエチルエーテル麻酔

下にマウスの両耳介を直径 5.0 mm の円形にパン

チで打ち抜き、右と左の重量（それぞれ WR、WL

とする）を測定して次式により耳介肥厚率を算出

した。 

耳介肥厚率（%）＝ {(WR 試料－WL 試料)/WL 試料} 

/{(WR アレルギー－WL アレルギー)/WL アレルギー}×100. 

また、マウスの心臓より採血を行い、3000 rpm、

10 分間遠心分離して、上清の血清を得た。 

試料を経口投与する場合には、S. oblonga の葉

水抽出物、S. reticulata の葉および幹水抽出物を

100、200 または 400 mg/kg 体重の投与量で、Sigma

社製マンギフェリン（純度 98.0%）を 0.05 または

4.0 mg/kg 体重の投与量で、和光純薬工業社製(-)-

エピカテキン（EC）（純度 98.0%）と和光純薬工

業社製(-)-エピガロカテキン（EGC）（純度 98.0%）
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をそれぞれ 0.46 mg/kg 体重と 0.62 mg/kg 体重の投

与量で用いた。フラボノイドのマンギフェリンお

よびカテキン類の EC、EGC は、S. reticulata の葉

および幹水抽出物中のポリフェノール成分とし

て知られている[12]。Figure 1 に、これらの化合物

の化学構造を示す。各試料は、それぞれの投与量

となるように 0.5%トラガカントゴム水溶液 500 

µL に懸濁し、チャレンジの 1 時間前に経口投与

した。0.5%トラガカントゴム水溶液 500 µL のみ

を投与した群をアレルギー群とした。抗アレルギ

ー作用を示す陽性対照としては、既知のステロイ

ド性抗炎症剤であるハイドロコーチゾンを 100 

mg/kg 体重の投与量で用いた。各群のマウスは 5

または 8 匹とした。 

試料を経皮投与する場合には、S. reticulata の葉

および幹水抽出物を 0.05，0.1 または 0.2 mg/耳介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
Figure 1  Chemical structures of mangiferin, 
(-)-epicatechin, and (-)-epigallocatechin. 

の投与量で、マンギフェリンを 0.05 または 4.0 µg/

耳介の投与量で、EC と EGC をそれぞれ 0.46 µg/

耳介と 0.62 µg/耳介の投与量で用いた。各試料は、

それぞれの投与量となるようにチャレンジ溶液

に溶解し、マウス耳介に塗布した。試料を加えな

いチャレンジ溶液のみを塗布した群をアレルギ

ー群とした。陽性対照として、ハイドロコーチゾ

ンを 0.05 mg/耳介の投与量で用いた。各群のマウ

スは 6 匹とした。 

経口投与および経皮投与に用いた S. oblongaの

葉水抽出物、S. reticulata の葉および幹水抽出物の

投与量は、既報の茶抽出物のマウスⅣ型アレルギ

ー抑制作用の研究で用いられた投与量を参考に

選択した[13,14]。 

2. 3 Ⅳ型アレルギーマウスの血清および耳介中

のサイトカイン量の測定 

S. reticulata の葉および幹水抽出物を経口投与

あるいは経皮投与した接触皮膚炎発症マウスに

ついて、その右耳介の 0.5%(w/v)ホモジネートを

0.04M リン酸緩衝液（pH7.4）を用いて調製し、4800 

rpm、15 分、4℃で遠心分離し上清を得た。マウス

の血清および右耳介ホモジネート上清について、

Ⅳ型アレルギー反応に関連する前炎症性サイト

カインとして、インターリューキン-12（IL-12）

およびγ-インターフェロン（γ-IFN）の濃度を、そ

れぞれ eBiosource 社製  Mouse IL-12 Platinum 

ELISA KIT および eBiosource 社製 Mouse IFN-γ 

Instant ELISA KIT を用いて、ELISA（Enzyme- 

Linked ImmunoSorbent Assay）法により測定した。 

2. 4 統計処理 

実験データは、平均値±標準誤差（SEM）で表

した。実験群間の平均値の差については、一元配

置分散分析（one-way ANOVA）で解析し、続けて

Tukey の多重比較法を用いて検定した。p<0.05 を

統計学的に有意であるとした。 

 

3. 実験結果 
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3. 1 S. oblonga の葉および S. reticulata の葉

と幹の水抽出物の経口投与によるマウス接触皮

膚炎抑制作用 

S. oblonga の葉および S. reticulata の葉と幹の水

抽出物について、経口投与によるマウス接触皮膚

炎抑制作用を測定した結果を Figure 2 に示す。ア

レルゲンで初期感作を行わなかった健常群では

耳介の浮腫は認められなかった。S. oblonga の葉

および S. reticulata の葉と幹の水抽出物をマウス

に経口投与した場合、いずれの試料においても投

与量に依存した接触皮膚炎抑制作用が見られ、特

に 200 および 400 mg/kg 体重の投与量でアレルギ

ー群に比較して有意な効果が認められた。これら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure 2  Preventive effects of oral administration of 
water extracts prepared from leaves and stems of 
Salacia oblonga and S. reticulata against mouse 
contact dermatitis. 
Values are the means ± SEM. N=5. Significant 
differences from Allergy group are presented in 
figure. 

の試料の中では、S. reticulata の葉水抽出物の 400 

mg/kg 体重の投与量で、最も効果が強い傾向が見

られた。従って、S. oblonga の葉水抽出物および

S. reticulata の葉と幹の水抽出物の経口摂取が、接

触皮膚炎の発症を抑制する効果のあることが示

唆された。陽性対照として用いたハイドロコーチ

ゾンは、100 mg/kg 体重の投与量で、S. oblonga お

よび S. reticulata の水抽出物よりも強い接触皮膚

炎抑制作用を示した。 

S. reticulata の葉と幹水抽出物を経口投与した

場合の、接触皮膚炎発症マウス血清および耳介中

の前炎症性サイトカインである、IL-12 とγ-IFN の

濃度を測定した結果を Figure 3 と Figure 4 にそれ

ぞれ示す。今回用いた接触皮膚炎モデルマウスの

血清および耳介中 IL-12 およびγ-IFN 濃度は、アレ

ルゲンによる初期感作を行わなかった健常マウ

スに比較して有意に上昇することが知られてお

り[15]、本実験でも同様の結果が得られた。S. 

reticulata の葉および幹の水抽出物の経口投与は、

接触皮膚炎発症マウスの血清および耳介中での

IL-12およびγ-IFN濃度の上昇を投与量依存的に抑

制する傾向が見られた。特に有意な効果は、マウ

ス血清 IL-12 濃度では葉の 400 mg/kg 体重、耳介

IL-12 濃度では葉の 100，200 および 400 mg/kg 体

重と幹の 200 および 400 mg/kg 体重、血清γ-IFN 濃

度では葉と幹の 200 および 400 mg/kg 体重、耳介

γ-IFN濃度では葉と幹の 100，200および 400 mg/kg

体重のそれぞれの投与量で認められた。葉と幹水

抽出物の経口投与では、接触皮膚炎抑制作用の結

果と同様、葉の方が効果が強い傾向が見られた。

これらの接触皮膚炎の発症過程において重要な

役割を果たすサイトカイン類の産生、分泌の抑制

は、S. reticulata の葉や幹水抽出物の経口投与によ

る接触皮膚炎抑制作用の一部に寄与しているも

のと考えられる。 

3. 2 S. reticulata の葉および幹水抽出物含有成

分の経口投与によるマウス接触皮膚炎抑制作用 
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Stem extract
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P <0.01

P <0.01
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P <0.01

P <0.01
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Figure 3  Suppressive effects of oral administration of water extracts prepared from leaves and stems of 
Salacia reticulata on serum and ear interleukin-12 levels in mice affected by contact dermatitis.  
A) serum; B) ear. Values are the means ± SEM. N=5. Significant differences from Allergy group are presented in 
figures. 
 

S. reticulata の葉および幹水抽出物中のポリフ

ェノール含量は、それぞれ 12.3 および 9.3%(w/w) 

で、葉の方が幹よりも多い[16]。S. reticulata の葉

および幹中のポリフェノール成分としては、フラ

ボノイドであるマンギフェリンあるいはカテキ

ン類であるECおよびEGCが含まれることがわか

っている[12,16]。ただし、幹にはカテキン類は検

出されていない。茶カテキン類をはじめとする植

物中のポリフェノールには、経口投与により接触

皮膚炎を抑制する効果がある[13-15]。そこで、明

確な接触皮膚炎抑制作用が見られた S. reticulata

の葉および幹水抽出物の投与量 400 mg/kg 体重中

に含まれる量のマンギフェリンまたはカテキン

類について、その効果を検討した。葉水抽出物の

400 mg/kg 体重の中に含まれる量としてマンギフ

ェリンを 0.05 mg/kg 体重、ECを 0.46 mg/kg 体重、

EGC を 0.62 mg/kg 体重、また、幹水抽出物の 400 

mg/kg 体重の中に含まれる量としてマンギフェリ

ンを 4.0 mg/kg 体重、それぞれをマウスに経口投

与した。そのマウス接触皮膚炎抑制作用を測定し

た結果を Figure 5 に示す。葉水抽出物中に含まれ

る量のマンギフェリンと EC の経口投与では有意

な接触皮膚炎抑制作用が見られたが、EGC では有

意な作用は見られなかった。マンギフェリンによ

る抑制率は 28.9%、EC では 15.8%であり、両方を

合わせると同実験で葉水抽出物の 400 mg/kg 体重

が示した抑制率46.8%の95.5%に相当した。また、

幹水抽出物中に含まれる量のマンギフェリンで

も、抑制率 30.1%と有意な接触皮膚炎抑制作用が

見られ、同実験で幹水抽出物の 400 mg/kg 体重が

示した抑制率 39.6%の 76.0%に相当した。これら

の結果から、S. reticulata の葉および幹水抽出物の

経口投与が示すマウス接触皮膚炎抑制作用に、そ

のポリフェノール成分であるマンギフェリンと

EC が寄与しているものと考えられた。 

3. 3 S. reticulata の葉と幹の水抽出物の経皮投

与によるマウス接触皮膚炎抑制作用 

カテキン類は、経口投与だけでなく経皮投与に

よっても接触皮膚炎抑制作用を示す[13,14]。そこ

で、S. reticulata の葉と幹の水抽出物について、経 
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Figure 4  Suppressive effects of oral administration of water extracts prepared from leaves and stems of 
Salacia reticulata on serum and ear γ-interferon levels in mice affected by contact dermatitis.  
A) serum; B) ear. Values are the means ± SEM. N=5. Significant differences from Allergy group are presented in 
figures. 
 

皮投与によるマウス接触皮膚炎抑制作用を検討

した結果を Figure 6 に示す。S. reticulata の葉と幹

の水抽出物をマウスに経皮投与した場合、いずれ

の試料においても投与量に依存した接触皮膚炎

抑制作用が見られ、特に葉水抽出物の 0.2 mg/耳介、

幹水抽出物の 0.1 および 0.2 mg/耳介の投与量でア

レルギー群に比較して有意な抑制作用が認めら

れた。経口投与では S. reticulata の葉水抽出物の効

果が強かったが、経皮投与ではその幹水抽出物の

0.2 mg/耳介の投与量で、最も効果が強い傾向が見

られた。これらの結果から、S. reticulata の葉と幹

の水抽出物は、経口摂取だけでなく皮膚に塗布す

ることで接触皮膚炎の発症を抑制する効果のあ

ることが示唆された。陽性対照として用いたハイ

ドロコーチゾンは、0.05 mg/耳介の投与量で、S. 

reticulata の水抽出物よりも強い接触皮膚炎抑制

作用を示した。 

S. reticulata の葉と幹水抽出物を経皮投与した

場合の、接触皮膚炎発症マウス耳介中の前炎症性

サイトカインである、IL-12 とγ-IFN の濃度を測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure 5  Preventive effects of oral administration of 
water extracts prepared from leaves and stems of 
Salacia reticulata, mangiferin, (-)-epicatechin (EC), 
and (-)-epigallocatechin (EGC) against mouse contact 
dermatitis. 
Values are the means ± SEM. N=8. Significant 
differences from Allergy group are presented in 
figure. 
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Figure 6  Preventive effects of percutaneous 
administration of water extracts prepared from leaves 
and stems of Salacia reticulata against mouse 
contact dermatitis. 
Values are the means ± SEM. N=6. Significant 
differences from Allergy group are presented in 
figure. 
 

した結果を Figure 7 と Figure 8 にそれぞれ示す。

S. reticulata の葉および幹の水抽出物の経皮投与

は、接触皮膚炎発症マウスの耳介中での IL-12 お

よびγ-IFN 濃度の上昇を投与量依存的に抑制する

傾向が見られた。マウス耳介 IL-12 濃度では葉と

幹水抽出物の 0.05，0.1 および 0.2 mg/耳介、耳介

γ-IFN 濃度では葉の 0.05 mg/耳介以外の投与量で、

それぞれ有意な効果が認められた。葉と幹水抽出

物の経皮投与では、接触皮膚炎抑制作用の結果と

同様、幹の方が効果が強い傾向が見られた。これ

らの前炎症性サイトカイン類の産生、分泌の抑制

は、S. reticulata の葉や幹水抽出物の経皮投与によ

る接触皮膚炎抑制作用の一部に寄与しているも

のと考えられる。 

3. 4 S. reticulata の葉および幹水抽出物含有成

分の経皮投与によるマウス接触皮膚炎抑制作用 

経口投与の項で前述したように、S. reticulata の

葉および幹水抽出物中のポリフェノール成分と

しては、フラボノイドのマンギフェリンやカテキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure 7  Suppressive effects of percutaneous 
administration of water extracts prepared from leaves 
and stems of Salacia reticulata on ear interleukin-12 
levels in mice affected by contact dermatitis.  
Values are the means ± SEM. N=6. Significant 
differences from Allergy group are presented in 
figure. 
 

ン類の EC および EGC が含まれる。植物中のポリ

フェノールは、経口投与だけでなく経皮投与によ

っても接触皮膚炎を抑制する効果がある[13-15]。

S. reticulata の葉および幹水抽出物のいずれにお

いても、投与量 0.2 mg/耳介で有意な接触皮膚炎抑

制作用が認められたため、次にそれぞれの 0.4 mg/

耳介における作用とその中に含まれる量のマン

ギフェリンまたはカテキン類の作用を検討した。

葉水抽出物の 0.4 mg/耳介の中に含まれる量とし

てマンギフェリンを 0.05 µg/耳介、EC を 0.46 µg/

耳介、EGC を 0.62 µg/耳介、また、幹水抽出物の

0.4 mg/耳介の中に含まれる量としてマンギフェ

リンを 4.0 µg/kg 体重で、それぞれをマウスに経皮

投与した。そのマウス接触皮膚炎抑制作用を測定

した結果を Figure 9 に示す。葉と幹水抽出物を 0.4 

mg/耳介の投与量で経皮投与した場合には、それ

ぞれ強い接触皮膚炎抑制作用が見られた。葉水抽

出物中に含まれる量のマンギフェリンとEC、EGC

のいずれの経皮投与でも、有意な接触皮膚炎抑制 
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Figure 8  Suppressive effects of percutaneous 
administration of water extracts prepared from leaves 
and stems of Salacia reticulata on ear γ-interferon 
levels in mice affected by contact dermatitis.  
Values are the means ± SEM. N=6. Significant 
differences from Allergy group are presented in 
figure. 
 

作用が認められた。マンギフェリンによる抑制率

は 18.5%、ECでは 13.0%、EGCでは 19.2%であり、

合わせると同実験で葉水抽出物の 0.4 mg/耳介が

示した抑制率 58.1%の 87.3%に相当した。また、

幹水抽出物中に含まれる量のマンギフェリンで

も、抑制率 53.1%と有意な接触皮膚炎抑制作用が

見られ、同実験で幹水抽出物の 0.4 mg/耳介が示し

た抑制率 62.6%の 84.8%に相当した。これらの結

果から、S. reticulata の葉および幹水抽出物の示す

マウス接触皮膚炎抑制作用に、そのポリフェノー

ル成分であるマンギフェリンまたはカテキン類

が寄与しているものと考えられた。 

 

4. 考察 

本研究では、S. reticulata と S. oblonga の葉また

は幹の水抽出物について、そのマウス接触皮膚炎

抑制作用を確認し、さらにその作用機序と有効成

分について一部検討した。なお、サラシア属植物

については、インドやスリランカにおけるこれま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure 9  Preventive effects of percutaneous 
administration of water extracts prepared from leaves 
and stems of Salacia reticulata, mangiferin, 
(-)-epicatechin (EC), and (-)-epigallocatechin (EGC) 
against mouse contact dermatitis. 
Values are the means ± SEM. N=6. Significant 
differences from Allergy group are presented in 
figure. 
 

での長い食習慣だけでなく、亜慢性毒性や遺伝毒

性などについての検討により[17,18]、食品として

のその安全性が確認されている。 

S. oblongaの葉および S. reticulataの葉と幹の水

抽出物のいずれについても、経口投与で有意なマ

ウス接触皮膚炎抑制作用が見られ、その効果は S. 

reticulata の葉水抽出物で特に強い傾向が見られ

た。S. oblonga の葉および S. reticulata の葉と幹の

水抽出物のそれぞれの収量は、 8.1%(w/w)、

17.3%(w/w)、6.1%(w/w)であることから[16]、特に

S. reticulata の葉水抽出物は、接触皮膚炎を予防す

るために有効な食品素材であると考えられる。S. 

reticulata の葉の利用は、幹や根に比較して植物そ

のものへの傷害が少なくてすむこと、また、苦味

が少なくその水浸出物を茶の形で摂取するのに

適していること、といった点でも望ましいものと

思われる。 
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接触皮膚炎は、細胞性免疫応答による遅延型ア

レルギーの一種である。アレルゲンが動物体内に

侵入し、マクロファージ様の抗原提示細胞がこれ

を貪食すると、サイトカインの一種である IL-12

を分泌することでnaiveT細胞をTh1細胞に分化さ

せる。Th1 細胞は、 γ-IFN や腫瘍壊死因子 -α

（TNF-α）等のサイトカインを分泌してマクロフ

ァージを活性化し、マクロファージからもこれら

の前炎症性サイトカインが産生されるようにな

る。前炎症性サイトカインには、マクロファージ

や Th1 細胞，細胞傷害性 T 細胞（CTL）を活性化

し、逆に Th2 細胞を不活性にする機能があり、こ

れらのサイトカインやアラキドン酸の酵素的酸

化反応で生成するプロスタグランジンやリュー

コトリエンなどのケミカルメディエーター等の

働きによって強く活性化されたマクロファージ

や CTL から過剰産生された活性酸素や酵素等が

細胞外に漏出し、周囲の正常組織を傷害すること

で強い炎症が起きるものと考えられる。本研究で

は、S. reticulata の葉および幹水抽出物の経口投与

により、特に耳介中の IL-12 およびγ-IFN 濃度の上

昇が抑制された。そのため、抗原提示細胞あるい

は Th1 細胞による IL-12 やγ-IFN の産生、分泌を

抑制し、Th1 細胞の分化、増殖や Th1 細胞による

マクロファージや CTL の活性化が弱められたこ

とが、S. reticulata 水抽出物の示すアレルギー抑制

作用の機序の一部と考えられる。この作用に関す

る詳細な機序をさらに明らかにするためには、今

後、各免疫細胞におけるサイトカインの遺伝子発

現に対する S. reticulata 水抽出物の効果を検討す

る必要があるものと考えられる。 

S. reticulata の葉と幹の水抽出物をマウスに経

皮投与した場合にも、有意な接触皮膚炎抑制作用

が見られ、マウス耳介中の IL-12 とγ-IFN の濃度の

上昇も抑制された。従って、S. reticulata の葉と幹

の水抽出物は、経口摂取だけでなく皮膚に塗布す

ることでも接触皮膚炎の発症を抑制する効果の

あることが示唆された。S. reticulata の葉と幹の水

抽出物の接触皮膚炎抑制作用は、保健用食品とし

てだけでなく，香粧品等への添加によっても活用

が可能と考えられる。 

S. reticulata の葉と幹の水抽出物中の、経口投与

による接触皮膚炎抑制作用に関与する成分の一

部としては、葉ではマンギフェリンと EC が、幹

ではマンギフェリンが確認できた。経口投与では、

葉の水抽出物の方が幹よりも効果が強く、葉の方

が幹よりもこれらの化合物を含むポリフェノー

ルの含量が高いことと一致していた。茶カテキン

類等の植物ポリフェノールには、抗炎症作用のあ

ることが知られている[14,19]。そのメカニズムは

多様であり、Th1 細胞やマクロファージ等での前

炎症性サイトカインの IL-1β，γ-IFN および TNF-α

の産生抑制[20,21]、ヒアルロニダーゼの活性阻害

[22]、アラキドン酸酸化酵素の活性阻害[23]、マク

ロファージによる NO の生成抑制[24]といった作

用が関連するものと考えられる。炎症時に生成す

る O2
－・や NO などの活性酸素を消去するのに必

要な抗酸化作用は、サラシア属植物でも報告され

ており[4,12,25-27]、その抗酸化成分としてはマン

ギフェリンやカテキン類の他に、リグナン類、ト

リテルペン類といった化合物が知られている。 

S. reticulata の葉および幹水抽出物の経皮投与

によるマウス接触皮膚炎抑制作用においても、葉

水抽出物中のマンギフェリンと EC、EGC、幹水

抽出物中のマンギフェリンが有効成分として寄

与しているものと考えられた。しかし、経口投与

の場合と異なり、経皮投与では S. reticulata の幹の

水抽出物の方が、葉よりも効果が強い傾向が見ら

れた。経皮投与では、チャレンジ時にアレルゲン

であるオキサゾロンと S. reticulata の葉および幹

水抽出物を混合することから、幹にはアレルゲン

の体内への吸収を抑制する作用を示す成分が含

まれることが予想される。アレルゲンに対し吸着

性を持つと考えられる成分としては、幹の水抽出
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物中に 79.6%(w/w)含まれる食物繊維がある[16]。

我々は、以前に多糖の一種であるキトサンの経皮

投与で、マウス接触皮膚炎が抑制されることを報

告している[28]。また、経口投与の場合と異なり、

経皮投与ではカテキン類にも有意な効果が見ら

れたことから、これらのポリフェノールもアレル

ゲンの吸収抑制に関与している可能性がある。 

以上の結果から、サラシア属植物の葉および幹

の熱水抽出物は、経口投与と経皮投与のいずれに

おいても接触皮膚炎の抑制のために有用な素材

として期待される。 
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